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簡易 DNS 設定メニューのドドドド

メイン名称とメイン名称とメイン名称と





 

ル【便利な設定メニュ【マル
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マルチルーティングスタテ

ィックデータを登録します 
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４．RIP2 対応 

RIP2 の送受信ができるようになりました。（従来は RIP1 のみ） 

rtcontrol コマンドで、RIP2 の送受信を行います。 

 

rtcontrol [[ip] [{lan|hsd|fr|isdn1|isdn2|async} 

         [sendinterval[={<sendinterval>|off}]] 

         [send[={rip1|rip2|off}]] [recv[={rip1|rip2|rip1rip2|off}]] 

         [metric=<metric>] [ageout[={<ageouttime>|off}]]]] 

         [rip2password=<password>] 

 

send[={rip1|rip2|off}]  

送信する RIP のバージョンを指定します。「off」を指定し

た場合は、RIP を送信しません。  

設定範囲：rip1, rip2, off  

今 ヴ’ras'91｠r2きルU サ ｠vf⊆ 

「off」を指定し
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５．RIP ユニキャスト送信機能 

ユニキャスト送信機能を使用することにより、あらかじめ登録された宛先に対して RIP

を送信することができます。 

これにより、宛先や送信元が nexthop ではなくてもデータを送受信することが可能にな

ります。
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７．設定の複製機能 
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使用する NAT 機能と溺 蠃
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１０．自局発信パケットの
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【SNMP トラップの指定】 

manager [[{add|set} <index> 

            [addr=ipaddress] name=<community name> [mode={trw|rw|tr|r}] 
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【PING の指定】 



 

26

１２．フレッツ ISDN 接続設定 


